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  ★2021年は輸入数量、金額ともに過去最大！ 

  ★2022年1-10月はコロナ禍前（2019年）よりも高水準を維持！    

   ★中国からの輸入が全体の約8割を占める！ 

   ★東京港が輸入数量、金額ともに全国シェアトップ！ 

特集 

 オフィスチェア、学習いすなど、会社員や学生など多くの方々が毎日お世

話になっている回転いす。様々な体格の人に対応できるよう高さなどを調節

できたり、長時間座り続けても疲れにくい構造であったりと工夫が凝らされて

いるものがたくさんあります。 
 

 近年は、在宅勤務やオンラインゲーム用に、自宅で使用するオフィスチェ

アやゲーミングチェアを購入した方も多いのではないでしょうか。 

 今回の特集では、回転いすの輸入についてご紹介します。 
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 右の図１は、最近の約15年間における回転いすの年別輸入動向です。

2010年から2019年までは概ね緩やかな増加傾向を示しており、業界によ

ると、リーマンショック（2008年）からの景気回復と、首都圏を中心とする新

築ビルの建設ラッシュに伴う需要増が背景にあるそうです。 
 

 2020年には輸入数量及び金額が前年比約1.4倍に急増し、さらに2021

年は輸入数量が前年比約1.1倍、金額が同約1.2倍に伸びました。2021年

の輸入数量は619万8千脚、金額が330億5千万円となり、統計が確認でき

る1988年以降で過去最大を記録しています。2020年以降の大きな伸びに

ついて業界では、コロナ禍による在宅勤務のため家庭向けの需要が急増し 

年別輸入動向 

（図1）回転いすの年別輸入動向    

たことが影響しているとみています。例えば、ダイニングチェアで長時間仕事をした結果、

腰痛を訴える人が多く、その改善のためにオフィス用の回転いすを購入する人が増えたと

いったようなことがあるようです。 
 

 2022年1-10月については、家庭向け需要が一巡したことで数量は前年同期より減少し

ているものの、コロナ禍前の2019年と比べても高い水準を維持しています。数量に対し金

額はほぼ横ばいであり、輸入単価の上昇が見られます。この点について業界の見解では、

原材料の値上げのほか、高機能でデザイン性に優れた高価格帯商品の増加が要因だろ

うとのことです。 



回転いすの輸入   Page 2 

 右図2は、回転いすの月別輸入数量の推移です。

2019年までは、毎年1月頃の輸入数量が多いことが

分かります。 

 業界によると、オフィス家具の最需要期である3月

は、通常月の2～3倍の売上があるため、1月頃はその

在庫確保のため輸入数量が増加するとのことです。 

 対して、2020年以降は、1月頃に限らず輸入数量の

多い月が増えています。これは、コロナ禍での在宅勤

務による家庭向け需要が急増し、時期を問わず輸入

が増加したものであるとのことです。 

 2022年1月には、輸入数量が64万1千脚となり、確

認できる1988年以降で過去最大となっています。 

 

 

 

 また、右図3は、総務省家計調査から、2人以上の世

帯における「書斎・学習用机・椅子」の月別支出金額

の推移をグラフにしたものです。2019年10月の消費

税増税前の駆け込み需要と思われる増加を除き、

2019年までは、新学期に向けた1～3月頃の支出金

額が多く、それ以外の月は比較的少なくなっており、回

転いすの輸入数量と似た傾向となっています。 

 2020年以降も、1～3月頃の支出金額が比較的多

めであることは変わりませんが、それ以外の月との差が

なくなってきている印象です。2022年は特に支出金額

が多い月が続いていることがわかります。 

 このグラフからも、コロナ禍において、家庭向け需要

が増加傾向であることが読み取れます。 

（図3）総務省家計調査 「書斎・学習用机・椅子」月別支出推移         
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（図2）回転いすの月別輸入数量の推移     月別輸入動向 

※総務省家計調査（二人以上の世帯）をもとに作成。  

2019.10月 

消費税増税 

新型コロナウィルス感染拡大 

新型コロナウィルス感染拡大 



 

港別輸入動向 
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 下図4及び5を見ると、2022年1-10月の港別輸入実績は、輸入数量及び金額と

もに1位は東京港、2位は大阪港となっており、これら2港で全体の約6割を占めてい

ます。 

1位の東京港からの輸入が数量・金額ともに4割を超えていることに関して、業界

は、オフィス家具の需要の6割程度が首都圏にあり、輸送保管を考慮すると東京港

近辺の物流拠点を利用している企業が多いためであると分析しています。 

国（地域）別輸入動向 

下図6は、国（地域）別輸入数量シェアの推移です。1997年は8割以上を台湾

が占めていましたが、徐々に中国のシェアが拡大していき、2022年1-10月には

中国が8割以上のシェアとなっています。 

業界に聞いたところ、以前は台湾がアジアの事務用回転いすの生産拠点とし

て、部材、完成品ともに重要な地位を占めていましたが、2000年以降、生産コス

トの削減や労働力確保のために、台湾メーカーの中国進出が続き、中国から世

界へ輸出する体制に移行していったそうです。さらに、中国の市場自体が大きくな

り、現在では中国が世界の供給基地になっているそうです。 
（図4）港別構成比（輸入数量）    （図5）港別構成比（輸入金額）  

（図6）国（地域）別シェア（輸入数量）    



本資料を引用する場合、東京税関の資料による旨を注記して下さい。 

 

本資料に関するお問合せは以下へお願いします。 

東京税関 調査部 調査統計課 TEL：03-3599-6385 

〒135-8615 東京都江東区青海2-7-11 東京港湾合同庁舎 

東京税関 

http://www.customs.go.jp/tokyo/ 

貿易統計の数値はインターネットでも検索できます。 

 財務省貿易統計 検索 
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取材協力：一般社団法人日本オフィス家具協会 

 本特集の「回転いす」は、以下の輸入統計品目番号に属する品目です。 

 ・第9401.31号（回転腰掛け（高さを調節することができるものに限る。）のうち木製のもの） 

  ・第9401.39号（回転腰掛け（高さを調節することができるものに限る。）のうちその他のもの）  

   ※2021年までは両品目とも第9401.30号（回転腰掛け（高さを調節することができるものに 

     限る。））に分類されていました。 

   ※2022年10月分は9桁速報値です。 

港別輸入数量・金額（2022年1-10月） 

国（地域）別輸入数量の推移 

おわりに 

 回転いすの市場の今後の見通しについて業界によると、いすの需要は座る人の

数に連動するため、労働人口が減少していった場合、数量ベースでの需要は長

期的には減少していくと考えられるとのことです。他方で、働く場所がオフィスだけ

でなく多様化していくなか、テレワーク用の需要が伸びているほか、働く環境の向

上のため体への負担の少ない高機能ないすの需要が高まっており、単価は上昇

傾向にあるそうです。このため当面、市場規模は大きく変動しないのではないかと

見ています。  

【資料編】 

年別輸入数量・金額の推移 


